
２面

「夢のある宿泊業」へ提言

３面

ＶＴＳ、ベルトラと協業

９面

「佐渡金山」登録に期待

合掌造りをデジタルで体験

面

宿泊関連業務の時給上昇

面

西
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト

観
光
公
害
の
解
消
に
効
果

「温泉文化」

登
録
へ
署
名

万
筆

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

全
国
推
進
協
が
総
会「
大
使
」任
命
も

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
特
集
第
２
部

信金組織が東京で「マルシェ」
北陸地域の被災地支援

日本温泉協会　総会で選出へ
会長候補に多田計介氏

■■

草津温泉に和傘が舞う

（１） 第３２２３号昭和年８月日第３種郵便物認可 ２０２４年（令和６年）６月３日（月曜日） （毎週月曜日発行）

　大西雅之・日本旅館協会会長
に通常総会を前にインタビュ
ー。総会で未来ビジョン委員会
が「夢のある宿泊業」に向けた
提言を発表する。

　ＪＲ東日本びゅうツーリズム
＆セールス（ＶＴＳ）は、現地
体験型アクティビティ専門予約
サイトを運営するベルトラとの
協業開始を発表。

　岐阜県白川村と富山県南砺市
は、世界遺産の白川郷・五箇山
の合掌造り集落の魅力をデジタ
ル上で体験できるウェブサイト
を開設した。

　リクルートの調査研究機関が
年度のアルバイト・パート
の募集時平均時給の調査結果を
発表。観光関係では宿泊関連業
務などの時給が上昇した。

　新潟県旅館ホテル組合が通常
総会。今年７月に予定される
「佐渡島の金山」の世界文化遺
産登録や、地域航空会社「トキ
エア」の就航による誘客効果に
関係者が期待を寄せた。

　
「
温
泉
文
化
」
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
全
国
推
進
協
議
会
（
青
柳
正
規
会
長
＝
多

摩
美
術
大
学
理
事
長
、
事
務
局
＝
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
）
は

５
月

日
、
東
京
の
砂
防
会
館
で
総
会
を
開
き
、
２
０
２
４
年
度
事
業
計
画
で
、
署
名

活
動
の
推
進
、
「
温
泉
文
化
大
使
」
の
任
命
な
ど
、
「
温
泉
文
化
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
実
現
へ
機
運
醸
成
を
図
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
を
決
め

た
。
青
柳
会
長
は
「
署
名
１
０
０
万
筆
を
力
に
登
録
を
」
と
、
最
速
で
２
０
２
６
年
の

国
内
候
補
選
定
、

年
の
登
録
実
現
に
強
い
意
欲
を
示
し
た
。


の
自
治
体
と
民
間
企
業

１
０
０
社
が
参
加
し
た
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
。
誘
致
に
向

け
た
具
体
策
が
注
目
さ
れ

る
（
気
勢
を
上
げ
る
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
関
係
者
）

宇奈月温泉旅館協同組合のブース

多田計介氏

　
総
会
に
は
全
旅
連
、
日
本

旅
館
協
会
、日
本
温
泉
協
会
、
日
本
観
光
振
興
協
会
、
日
本

旅
行
業
協
会
、
全
国
旅
行
業

協
会
な
ど
、
協
議
会
を
構
成

す
る
観
光
団
体
、
自
民
党
と

公
明
党
の
国
会
議
員
で
組
織

す
る
「
『
温
泉
文
化
』
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
推

進
議
員
連
盟
」（
１
２
７
人
）、

都
道
府
県
知
事
で
組
織
す
る

「
『
温
泉
文
化
』
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
登
録
を
応
援

す
る
知
事
の
会
」（

道
県
）

の
代
表
者
ら
が
出
席
し
た
。

　
協
議
会
の
青
柳
会
長
は

「
わ
が
国
の
温
泉
文
化
は
文

化
と
し
て
洗
練
さ
れ
、
充
実

し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

北
欧
の
サ
ウ
ナ
の
よ
う
に
、

完
成
度
の
高
い
日
本
の
温
泉

文
化
の
ユ
ネ
ス
コ
登
録
は
当

然
の
こ
と
だ
」
と
強
調
。

「
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
全

国
か
ら
の
支
援
が
重
要
。
１

０
０
万
筆
の
署
名
を
集
め
、

そ
れ
を
力
と
し
て
登
録
を
実

現
さ
せ
た
い
」
と
強
い
意
欲

を
示
し
た
。

　
議
員
連
盟
の
根
本
匠
幹
事

長
（
自
民
党
衆
院
議
員
）
は

「
個
性
的
で
歴
史
的
価
値
が

あ
る
日
本
の
温
泉
文
化
。
登

録
を
目
指
し
、
皆
さ
ん
と
力

を
合
わ
せ
て
、
わ
れ
わ
れ
は

政
治
の
場
で
取
り
組
む
」
。

　
議
連
か
ら
ほ
か
に
、
公
明

党
を
代
表
し
て
若
松
謙
維
副

会
長
（
参
院
議
員
）
、
自
民

党
を
代
表
し
て
牧
島
か
れ
ん

事
務
局
長
（
衆
院
議
員
）
が

「
諸
外
国
の
皆
さ
ま
が
日
本

を
訪
れ
る
際
の
楽
し
み
の
一

つ
が
温
泉
。
そ
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
、
一
日
で
も
早
い
登
録
を

実
現
し
た
い
」
「
私
た
ち
の

目
標
を
早
く
実
現
で
き
る
よ

う
、
全
国
的
な
う
ね
り
を
つ

く
り
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
述

べ
た
。

　
知
事
の
会
の
山
本
一
太
事

務
局
長
（
群
馬
県
知
事
）
は

「
昨
年
の
『
骨
太
の
方
針
』

（
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
）
に
温
泉
・
旅
館

が
磨
き
上
げ
る
べ
き
文
化
資

源
と
記
載
さ
れ
た
。
今
年
は

さ
ら
に
進
ん
で

年
の
ユ
ネ

ス
コ
登
録
を
目
指
す
と
明
記

し
て
も
ら
い
た
い
と
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
だ
。

年
の
国

内
候
補
選
定
、

年
の
登
録

実
現
を
何
と
し
て
も
」
と
強

い
口
調
で
語
っ
た
。

　
議
事
で
は

年
度
事
業
計

画
を
承
認
。
「
署
名
活
動
の

推
進
」
「
機
運
醸
成
の
取
り

組
み
を
加
速
」
「
Ｐ
Ｒ
活
動

の
積
極
的
な
推
進
」
「
温
泉

文
化
大
使
の
任
命
」
の
４
項

目
を
決
め
た
。

　
こ
の
う
ち
署
名
活
動
は
来

年
１
～
２
月
ま
で
に
１
０
０

万
筆
を
目
指
し
、
全
国
の
旅

館
な
ど
で
宿
泊
客
ら
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
展
開
す
る
。

　
機
運
醸
成
の
取
り
組
み
と

し
て
、
全
国
の
温
泉
地
に
ポ

ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
を
配
置
。

　
Ｐ
Ｒ
活
動
は
、
デ
ジ
タ
ル

で
の
署
名
も
で
き
る
よ
う
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
手
掛
け
る
。

　
温
泉
文
化
大
使
は
、
協
議

会
や
観
光
関
係
団
体
の
リ
ー

ダ
ー
ら
が
就
任
し
、
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
温
泉
文
化
の
価
値

や
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
。

総
会
で
は

人
の
就
任
を
発

表
。
今
後
、
１
０
０
人
を
め

ど
に
任
命
す
る
。

　
今
回
発
表
さ
れ
た

人
は

次
の
通
り
。

　
青
柳
正
規
・「
温
泉
文
化
」

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
全

国
推
進
協
議
会
会
長
▽
井
上

善
博
・
同
会
長
代
行
（
全
旅

連
会
長
）
▽
大
西
雅
之
・
同

副
会
長
（
日
本
旅
館
協
会
会

長
）
▽
笹
本
森
雄
・
同
副
会

長
（
日
本
温
泉
協
会
会
長
）

▽
亀
岡
勇
紀
・
同
専
務
理
事

（
全
旅
連
専
務
理
事
）
▽
塚

島
英
太
・
同
事
業
部
長
（
全

旅
連
青
年
部
部
長
）
▽
桑
野

和
泉
・
日
本
旅
館
協
会
副
会

長
▽
佐
藤
勘
三
郎
・
同
副
会

長
▽
岡
村
興
太
郎
・
日
本
温

泉
協
会
代
表
理
事
▽
関
豊
・

同
専
務
理
事
▽
西
海
正
博
・

全
旅
連
会
長
代
行
▽
高
橋
美

江
・
同
女
性
経
営
者
の
会
会

長　
　
　
　
　
　
【
森
田
淳
】

　

・
４
対
５
・
８
。
こ
の

数
字
は
来
日
し
た
欧
米
豪
の

観
光
客
の
行
き
先
を
示
し
た

割
合
。
観
光
庁
の
宿
泊
旅
行

統
計
調
査
な
ど
に
よ
る
と
、

観
光
客
の

・
４
％
が
「
大

阪
よ
り
東
」
（
北
海
道
な
ど

を
除
く
）
に
滞
在
し
、
大
阪

よ
り
西
を
訪
れ
る
旅
行
者
は

５
・
８
％
に
す
ぎ
な
い
。

　
こ
の
差
を
縮
め
、
西
に
観

光
客
を
誘
致
す
る
た
め
、

「
西
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
い
う
新

た
な
団
体
が
発
足
し
た
。

　
東
海
道
新
幹
線
を
利
用

し
、
東
京
や
富
士
山
、
名
古

屋
、
京
都
、
大
阪
な
ど
を
回

る
ル
ー
ト
は
「
ゴ
ー
ル
デ
ン

ル
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
、
初
め

て
訪
日
し
た
外
国
人
旅
行
者

に
と
っ
て
は
定
番
の
コ
ー
ス

と
な
っ
て
い
る
。

　
関
西
か
ら
九
州
に
か
け
て

を
「
西
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー

ト
」
と
位
置
付
け
、
広
域
の

観
光
周
遊
コ
ー
ス
を
開
拓

し
、
外
国
人
を
呼
び
込
も
う

と
い
う
の
が
目
的
で
、
５
月


日
に
福
岡
市
で
設
立
総
会

が
開
か
れ
た
。

　
西
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト

実
現
に
強
い
意
欲
を
示
し
た

の
が
福
岡
市
長
の
高
島
宗
一

郎
氏
。
昨
年
９
月
に
は
、
氏

の
呼
び
掛
け
に
応
じ
、

県

市
の
首
長
が
福
岡
に
結
集

し
、
自
治
体
の
連
合
会
的
組

織
が
設
立
さ
れ
た
。
来
年
の

大
阪
・
関
西
万
博
も
テ
コ
に
、

西
日
本
、
九
州
に
も
観
光
客

を
呼
び
込
も
う
と
い
う
の
が

狙
い
だ
。

　
今
回
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に

参
加
し
た
の
は
広
島
県
、
高

松
市
、
山
口
県
下
関
市
、
佐

賀
県
武
雄
市
、
大
分
県
別
府

市
な
ど

県

市
の
計

自

治
体
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
や
航
空

会
社
、
旅
行
会
社
な
ど
１
０

０
余
り
の
民
間
企
業
な
ど
が

メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
わ
り
、

一
大
勢
力
と
な
っ
た
。

　
会
長
に
選
ば
れ
た
高
島
氏

は
前
述
の
数
字
を
挙
げ
、

「
非
常
に
い
び
つ
な
構
成

だ
。
こ
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を

通
じ
て
各
地
の
魅
力
を
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
世
界
へ

向
け
て
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
た

い
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
触
れ
、
「
量
か
ら
質
の

観
光
に
変
え
て
い
く
の
も
大

事
な
テ
ー
マ
」
と
の
認
識
を

示
し
た
。

　
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
は
今
後
、

西
日
本
の
観
光
名
所
を
紹
介

す
る
Ｐ
Ｒ
動
画
の
作
成
や
体

験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
、

海
外
向
け
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
、
周
遊
型
の
広
域
観
光
ル

ー
ト
や
旅
行
商
品
の
開
発
な

ど
に
取
り
組
む
。

　
同
時
に
、
誘
客
な
ど
に
関

す
る
勉
強
会
も
開
く
。

　
じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
と
ブ
ロ
グ
ウ
ォ
ッ
チ
ャ

ー
が
共
同
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
地
方
分
散
に
関
す
る
研
究

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
欧
米

豪
は
東
京
―
大
阪
ル
ー
ト
に

集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。一
方
、台
湾
や
韓
国
、

タ
イ
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
諸
国

は
地
方
に
分
散
す
る
傾
向
が

強
く
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は

「
地
方
誘
客
に
は
市
場
ご
と

の
主
要
ル
ー
ト
と
の
距
離
感

が
鍵
に
な
る
」
と
指
摘
。

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

解
消
は
喫
緊
の
課
題
。
西
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
の
魅
力

が
外
国
人
に
広
く
認
知
さ

れ
、
足
を
運
ぶ
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
【
内
井
高
弘
】

　
山
開
き
を
７
月

に
控
え
る
富
士
山

の
新
た
な
オ
ー
バ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対

策
が
発
表
さ
れ

た
。
登
山
者
に
よ

る
過
度
な
混
雑
や
マ
ナ
ー
違

反
、
「
弾
丸
登
山
」
な
ど
の

危
険
な
行
動
に
対
策
が
講
じ

ら
れ
る
。
四
つ
あ
る
登
山
ル

ー
ト
の
う
ち
、
最
も
登
山
客

が
多
い
山
梨
県
側
の
吉
田
ル

ー
ト
で
は
、
山
小
屋
に
宿
泊

予
約
が
あ
る
人
を
除
き
、
登

山
者
数
の
上
限
を
１
日
４
千

人
と
す
る
な
ど
の
規
制
が
実

施
さ
れ
る
。
静
岡
県
側
の
３

ル
ー
ト
で
も
、
安
全
登
山
の

た
め
の
社
会
実
験
が
行
わ
れ

る
▼
環
境
省
は
２
０
０
５
年

度
か
ら
登
山
道
の
８
合
目
付

近
に
赤
外
線
カ
ウ
ン
タ
ー
を

設
置
し
て
い
る
。
夏
季
の
富

士
登
山
者
の
実
数
調
査
に
よ

る
と
、
ピ
ー
ク
は
２
０
１
０

年
の

万
１
千
人
。

年
以

降
は

万
人
台
で
推
移
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
幅
減
と

な
っ
た
。

年
は

万
１
千

人
で
、
コ
ロ
ナ
直
前
の

年

（

万
６
千
人
）
に
近
い
水

準
に
ま
で
増
加
し
た
▼
富
士

登
山
計
画
者
に
対
し
て
環
境

省
は
、低
体
温
症
、高
山
病
、

ケ
ガ
な
ど
が
頻
発
し
、
多
く

の
救
助
要
請
が
あ
る
と
し

て
、
体
力
づ
く
り
、
時
期
の

分
散
化
、
空
き
状
況
に
応
じ

た
山
小
屋
の
利
用
、
ツ
ア
ー

へ
の
参
加
な
ど
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
対
策
を
推
進
す
る
観
光

庁
は
、富
士
山
の
山
梨
県
側
、

静
岡
県
側
、
両
方
の
登
山
口

を
モ
デ
ル
事
業
の
対
象
地
域

に
選
び
、
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
る
。
自
然
、
文
化
、

住
民
生
活
な
ど
へ
の
負
荷
を

抑
え
、
安
全
、
快
適
に
登
山

が
で
き
、
地
域
が
豊
か
に
な

る
よ
う
な
施
策
を
見
い
だ
す

必
要
が
あ
る
。
【
Ｓ
・
Ｍ
】

　
日
本
温
泉
協
会
は
５
月


日
の
理
事
会
で
、
次
期
会
長

候
補
に
多
田
計
介
氏
（
石
川

県
・
和
倉
温
泉
）
を
選
出
し

た
。役
員
改
選
期
に
当
た
り
、

６
月

日
に
宮
城
県
・
秋
保

温
泉
で
開
か
れ
る
２
０
２
４

年
度
会
員
総
会
で
新
理
事
を

選
任
し
た
後
、
理
事
の
互
選

で
会
長
に
選
出
さ
れ
る
見
通

し
。
次
期
の
任
期
は

年
度

か
ら
の
２
カ
年
。

　
多
田
氏
は
現
在
、
日
本
温

泉
協
会
の
副
会
長
。
全
国
旅

館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組

合
連
合
会
の
会
長
を

年
度

か
ら
３
期
６
年
に
わ
た
っ
て

務
め
た
。

　
現
会
長
の
笹
本
森
雄
氏

（
個
人
会
員
）
は
相
談
役
に

就
任
す
る
予
定
。
ま
た
、
次

の
常
務
副
会
長
候
補
に
は
石

村
隆
生
氏
（
神
奈
川
県
・
箱

根
温
泉
郷
）が
選
出
さ
れ
た
。

「
温
泉
文
化
」
の
無
形
文
化

遺
産
登
録
へ
気
勢
を
上
げ
る

青
柳
会
長
（
右
か
ら
３
番

目
）
、
「
登
録
を
応
援
す
る

知
事
の
会
」
事
務
局
長
の
山

本
・
群
馬
県
知
事
（
左
か
ら

３
番
目
）
、
宿
泊
団
体
の
ト

ッ
プ
ら

　
全
国
の
信
用
金
庫
で
組
織

す
る
「
よ
い
仕
事
お
こ
し
フ

ェ
ア
実
行
委
員
会
」
（
事
務

局
＝
城
南
信
用
金
庫
）
は
５

月

、

日
、
東
京
の
羽
田

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ

（
東
京
都
大
田
区
羽
田
空

港
）
で
、
１
月
１
日
の
能
登

半
島
地
震
で
被
害
を
受
け
た

北
陸
地
域
を
応
援
す
る
「
マ

ル
シ
ェ
」を
開
い
た
。石
川
、

富
山
両
県
を
中
心
に
各
地
の

団
体
、
企
業
が
ブ
ー
ス
を
出

展
。
特
産
品
の
販
売
や
観
光

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

　
出
展
し
た
宇
奈
月
温
泉
旅

館
協
同
組
合
（
富
山
県
）
の

濱
田
政
利
理
事
長
（
延
楽
社

長
）は「
各
旅
館
が
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
高
め
る
と
と
も
に
、

特
徴
を
明
確
に
打
ち
出
し
単

価
を
上
げ
る
取
り
組
み
を
し

て
い
る
」
と
地
域
の
現
状
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
被
災
地

を
応
援
す
る
信
用
金
庫
の
取

り
組
み
に
謝
意
を
述
べ
た
。

　草津温泉（群馬県草津町）で５月日から６月２日まで、和傘で温泉街
を彩る初めてのイベント「草津温泉和傘の舞」（主催・和傘の舞実行委員
会）が開催された＝写真。赤やオレンジ、水色などさまざまな色の和傘
個が「湯畑」前の湯路広場を中心に、木製の柵に飾られたり、地面に並べ
られた。午後５～時はライトアップされ、幻想的な雰囲気を醸し出した。


